
「テクレノレj構文の日中翻訳境問jについて(諜俊凱)

「テクレノレ」構文の日中翻訳規則について

5焦俊凱

キーワード rテクレノレj構文、モノの授与、受影者の変化、 “拾"構文、無標構文

要旨

本稿では、先行研究の問題点の解決に向けて、中日対訳コーパスから収集した

1405伊jの「テクレノレj構文を受影者の格によって分類し、 「モノの授与j と

「受影者の変化j といった基準を立て、各種の「テクレノレJ構文の意味特徴を明

らかにし、必ず“自合"構文に訳さなければならない条件、 1[~~t票構文と“姶"構文

のいずれにも訳し得る条件、無標構文のみに訳す条併こを明らかにする。それを踏

まえ、 「テクレノレ」構文の日中翻訳フローチャートを提案する。さらに、実例検

証を通して、ブローチャートの有効性を検証する。

1.はじめに

李(2009)は、先行動詞との共起関係によって日本語の「テクレノレj構文と“姶(我)"

11詩文との対照を行った。李(2009:12)は中国語の“姶(我)"構文と日本語の「テクレルj

構文の対応に関して、以下の動詞の場合は両者が対応しているが、それ以外は対応し

ていないと主張している。

具体的なものの移動を表す対象移動動認の場合

(1) 女JL出差上海回来，盆塾~[ê]一挟手表。( <<人民日報ii1993)娘は上海へ出張

して、時計を買ってきてくれた。

発話内容移動動詞の場合

l李(2009)によると、ここでの“我"は話し手が自分と心理的に近いとみる身内の人を指す。
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(2) 他盆盆盟了Hニ多他小日す候的事。(肖半<<我和政Zi某的友情和愛情)))/かれは小

さいときのことをたくさん話してくれた。

作成動詞の場合

(3) 地積到了我没有11乞早仮，勿勿忙忙地盆弦盤f~o (梁暁声《京隼間見表)/)/彼女

は私がまだ朝ご飯を食べていないと思って、急いで作ってくれます。

((1 )"-'(3)は李 2009:8θ)

しかし、李(2009)の主張に反する例文は以下の通り存在する。以下の(4)"-' (6) 

においては、先行動詞が f翼うJ r話すJ r作るJである日本語の「テクレルj
構文が自然であるのに対し、 “姶"構文に訳すと、非文か元の文と違う意味を表

す文になってしまう。

(4) 不動産売却の!際、所有者本人が営業セールスして買ってくれる人を見つ

けられるといいですが。(少納言)

筆者訳:が 在備筈不可~r的吋候，持有者通辻苦鏑能技到姶他芙的人就不

倍了。

O 在備管不功戸的吋候，持有者通辻菅備能技到芙的人就不借了。

(5) 私がそのことを口ごもり、松村一人が助け舟を出して、私の『戦争と平

和』論のことを話してくれた。(少納言)

筆者訳:# 我間口不淡，松村一人以芳相助，姶我淡了我的《故争和和平》

i念。

O 我閉口不淡，松村一人以穿相助， 1炎了我的《哉争和和平))i念。

(6) 肌を引き締め、健康な肌を作ってくれるのだそうだ。(少納言)

筆者訳:# 据汲可以使肌扶京致，姶我創造健康皮朕。

0 据説可以{吏肌月夫緊致，i上人指有健康皮妹。

2本稿では、 i*Jは非文、 iOJは自然な文、 i? ? Jはかなり不自然な文、 i #Jは元の文

の意味と異なる文を指す。
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(5) (6)の筆者訳を日本語に訳すと、 f松村は私に話してくれたJ r私に健康な肌を

作ってくれるj としづ意味になってしまい、元の「テクレノレj構文の意味と異なって

いる。従って、 “会合"構文に訳すのは不適格である。

さらに、 『中日対訳コーパス』から以下のような例文が検索された。いずれも李

(2009)の主張に反する例である。

(7) 野島にもよく話しかける。梨をむいエ三主ゑ。:3

中訳:地経常対野晶洪活，会合{也自IJ梨。

(8) あの時分にはあたしの体を始終洗っエ三主主じゃないの。

中訳:那吋不是径常色合我洗叫?

(9)両親は俺が幼児のときに、矯正手術をしエ三主盃べきだ、ったのだ。

中訳:小吋候父母本j宝及Bすき合我倣耕正手木...

(7) ~ (9)では、 「むく J r洗うJ r手術をするJはいずれも「対象移動動詞J r発

話内容移動動詞J r作成動詞Jではなく、単純に動作を表す動認であるにもかかわら

ず、 「テクレノレJと共起して、 “主合"構文に訳すことができる。そのため、動詞の属

性のみによって、 「テクレルJ構文と“会合"構文との対応関係を検討してきた李

(2009)の分析は不十分であると考えられる。本稿では、動詞の属性に加え、文の意味

から、 「テクレノレJ構文の日中翻訳規則について説明をしてし、く。

2. コーパス誠査

分析に先立ち、 「テクレノレj構文の日中翻訳の実態を把握するために、 「中日対訳

コーパスj を利用し、調査fを行った。その結果は表 iのようになった。表 1におけ

る f無標構文j とは構文上当該の授受補助動詞と対応する表現がなく、先行動詞のみ

を述部とする中国語の動詞文のことを指す。

3この例文では、話し手の視点が f聖子島j に置かれて述べられている。即ち、 「里子島Jは話し手

にとって身近な人と見られ、中訳の“他"(彼)の機能は“我"(私)と同じである。

4検索方法としては、それぞれ立てで][く呉]れJ、 f[てで}くださ[らりるれろっ]J、 f[てで}下

さ[らりるれろっ]J といった正規表現を入力し、検索された例文から手作業で「窓をしめてくれJ

のような依頼モダリティを表す文を排除する。
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表 lにおける“会合"構文には三つのパターンがある。それぞれ fNl十姶+N2+V十N3J

または fN1+V+姶+N2十N3J、 fNl+V+N3十色合+N2J(Nlは動作主、 N2は人を指す名詞、

Vは動詞、 N3はVの直接自的語)の構造を持つ文である。さらに、 “会合"と Vの語)1演

によって、前者の fNl十色合十N2十V+N3Jを「色合 VJ構文、後者の fN1+V十色合+N2+N3J

と fNl+V+N併合合+N2Jを fV色合J構文と称する。 f色合 VJ構文においては、 “姶"

は前置詞で、 fV拾j構文においては、 “拾"は fV~合J 複合動詞の後部要素か接辞

と見られるが、いずれも動作 Vの影響を受ける人を導くことができるという点では

伺じである。

“方"、 “替円、 “帯"構文は f色合 VJ構文と同様の構造で、 「恥Nl什十7方ヨ/替/都

+N2十V+N3J (例Nlは動作主、 N2は人を指す名詞、 Vは動言詞可、 N3はVの直接目的語)

の構造をしている。 “タ方ヨ

の “全鉛合

る。

表 1 fテクレノレJ構文の中国語の訳のパターン

訳される中国語の表現 伊i文数 比率

A無標構文 1187 84.48% 

B拾 145 10.32% 

Cカ 46 3.27% 

D替 22 1.57% 

E 部一 コ 0.36% 

合計 1405 100.00% 

表 1を見ると、 「テクレノレj構文と“会合"構文の対応率は 10γo程度で、極めて低いO

f!1Jち、 fテクレノレj構文は“拾"構文とはほとんど対応していないと言える。そのた

め、 fテクレノレJ構文についても先行研究の主張の有効範囲はかなり制限されている

のである。

3. コーパス調査の結果の分析
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コーノミス調査によって、 「テクレノレj構文と中国語の授受有標構文との対応率が低

いことが明らかにされたが、コーパスの訳文は唯一の訳であるというわけではない。

そのため、筆者は表 1における「テクレルj構文について、中毘語の訳文を内省で判

断し、分析した結果を表 2に示す。

表 2を見ると、授受の有標構文に訳すことができる「テクレノレJ構文(B十C)の数は

421例で、全体の 29.96弘に過ぎない。その中では、 “全合"構文に訳すことができる

「テクレノレJ構文(B1十C1)は390例で、有襟構文の 92.64見を占めているため、本稿で、

は、日中翻訳上、 「テクレノレj構文と“会合"構文との対応に関して分析を行う。さら

に、先行研究が触れていない無標構文のみに訳す「テクレノレJ構文も視野に入れ、

「テクレノレJ構文についての自中翻訳規則を明らかにしてし、く。本稿では、特別な説

明がない限り、使用した例文は『中日対訳コーパス』から検索したものである。

表2 rテクレノレj構文と対応する中国語の表現についての分析

中国語の授受の有襟構文に訳すかどうか 例文数 比率

A無標構文のみ 984 70.似%

B1無標構文と“さ合"構文のい
235 16.73% 

ずれか

B無標構文と授受の有襟 B2無襟構文と
ペコ 0.21% 

構文のいずれか のいずれか

B3無標構文と“方/替/帯"
2 0.14% 

構文のいずれか

C授受の有標構文のみ
C1“拾"構文5 155 11.03% 

C2 “T:J"構文と“替"構文の
13 0.92% 

いずれか

C3“カ"構文 6 0.43% 

C4 “方"構文と“替"構文と
4 0.29% 

“帯"構文のいずれか

C5“替"構文 3、 0.21% 

合計 1405 100% 

5ここでしづ“拾"構文には“方" “替"などほかの有標構文が含まれている。意味上それらの

構文は“拾"構文に置換されても意味上問題がないため、 “さ合"構文で一括代表することにす

る。
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4. Iテクレjレj構文の分類

本稿では、山田 (2004)が提唱した「受影者JOO)概念を導入し、 「テクレノレj構文

を分類することにする。 rテクレノレj構文においては、受影者が必ずしも現れるわけ

ではないのに対し、 “姶"構文においては受影者が授受の有標構文の必須要素で

表3 rテクレノレj構文における受影者の格

受影者の格 a必ず“拾" b“姶"構文と無標構文 c "~合"構文 合計

構文に訳す のいずれにも訳し得る に訳せない

「ニJ格 55 174 128(無標構 357 

文 128例)

ノタメニ 61 51 276(無標構 388 

文 253例、

“うず'
正正常"

"替"

構文合わ

せてお例)

ノ格 37 。 132(無襟構 169 

文 125例
“うヨ日

"替"

構文合わ

せて 7f列)

ヲ格 。 8 237(無標構 245 

文)
つ 2 235(無標構 238 

文)

ト格 。 。 5(無標構文) 5 

ノカワリニ 。 。 1(“替"構

文)

ニカワッテ 。 1(“替円構文) 。
カラ 。 。 1(無標構文)

合計 155 235 1015 1405 

注:?とは受影者を表示できないことを指す。

6山田(2004)によると、受影者は動作の受け手だけではなく、宣言j作から何らかの影響を受ける人
を指す。
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あるために、日中翻訳上その受影者についての分析も必要であると考えられる。対訳

コーノミスから検索された「テクレノレj構文について、田本語における受影者の格表示

と中国語の翻訳表現の対応関係を表3のように示す。

次節から、表3のデータに基づき、どうし 1う条件で、 「テクレノレ」構文を“姶"構文

に訳すかに関して詳しく検討する。

4.1. rヲj格で受影者を導く「テクレjレJ構文

表3によると、 fヲj格で受影者を導く「テクレノレj構文は合わせて 245例である。

そのうち、中国語の授受の有標構文に訳し得るのはわずか8例である。いずれも“姶"

構文と無襟構文のいずれにも訳し得る。

4. 1. 1. “姶"構文と無標構文のいずれにも訳し得る場合

日中翻訳上、 “会合"構文と無標構文のいずれにも訳し得る「テクレノレJ構文は以下

の例のようにいずれも先行動詞の意味によって「モノの授与jの意味合いが読み取れ

るものである。

(10) 応援の仕方はいくらでもある。精神的に(丞主)応援してくれたらいい。何をし

なくても

中訳:支持的方式有的是。精神上的支持也可以，即{吏イ十仏出不{故・・・・

筆者訳:支持的方式有的是。精神上姶我加油打汽也可以 即使什仏也不倣・…

(1り そう言って、ム壬生玄案内しエ三主主。

中訳:説着，会合八千代帯路。

筆者訳:説着，帯着八千代去。

楊(1994:118)は r...日本語では受益者が亘接目的語であるが、中国語では、他動詩

文しか用いられず、受益構文を用いることができなしリと述べているのに対し、

(10) (11)はその反例になると忠われる。 (10)(11)では、先行動詞の「応援するJ r案

内するj によって、それぞれ f力J r案内情報j という rt由象物j を「ヲJ格として

の受影者に授与するとしづ意味を表している。それらの抽象物を与えるとしづ意味か

ら考えれば、(10)(11)は“姶"構文に訳すことができる。一方、 fモノの授与j を考

F
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えず、 「テクレノレJによる動作主の動作に対する恩恵的感情の角度から訳すと、 “会合"

構文に訳せない。筆者訳が考えるように(10)(11)を必ずしも“姶"構文で訳さなくて

もよい。

4.1.2 “姶"構文に訳せない場合

「ヲJ格で受影者を導く 「テクレノレj構文においては、 “姶"構文に訳せなし 1例は

237例で、約 96.73話を占め、いずれも fモノの授与jの意味合いが読み取れない。

(12) それはたぶん藍子が盤主一人の友だちとして認めエ三主主しるしだろうと僕

は忠、ったし。

中訳:我想泡大概是地将我作方一小朋友予以承主人的表示。

(13) 九日の朝早く、細川の兄が湯田村から福山まで忍玄自転車の後に乗せて送つ

てくれました。

中訳:九日一大早，吉田)11的寄寄注我坐在自行卒后j左，人入湯田村把我駄至IJ了福山。

(12)においては、先行動詞の意味から、受影者に対する「モノの授与j としづ意味

が読み取れない。また、それらの動詞の fヲj格も受影者であるので、先行動詞によ

る fモノの作成j とも考えられない。そして、 「モノJが存在しないので、 fテクレ

ノレj によって「モノの授与Jを表す可能性もない。従って、(12)の fテクレノレj構文

は“拾"構文に訳せない。

(13)においては、先行動詞は「送るJである。李(2009)では、 r (物を)送るJの場

合の f送るJは具体物の移動を表す「対象移動動詞Jに属し、もともとガ格参与者の

もとに存在したものが fニj格参与者へと移動することを表す動詞類であると指摘さ

れ、先行動認がそのような動詞である場合には「テクレノレj構文が“絵"構文と対応

していることを主張している。 (13)では、 「私を送るJは「ヲj格のものを fニJ格

の参与者へと移動することではないので、李(2009)の「対象移動動詞jの範囲に入ら

ず、 “会合"構文と対応しないと考えられる。その理由について李(2009)は説明してい

ないが、本稿で、は受影者に対する「モノの授与Jの意味合いが読み取れないことにあ

ると考える。 r送るJとしづ動作によって、 「私jに何らかのモノをもたらすことが

表せないため、 “主合"構文に訳せないのである。
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4.2. iトj格で受影者を導く場合

表3によれば、 「トj格で受影者を導く 「テクレノレj構文はわずか5例で、いずれ

も“絵"構文に訳せない。以下の例文が該当する。

(14) けれども、そんないい人たちは、箆よ遊ん三三長ゃしない。

中訳:可是那祥的好人却不会要眼我交往。

(15) if之よ友達をつない三三主主のは、ないはずの「手足J0 

中訳:我結交月月友嘉的是我没有手和Jl却。

(14) (15)では、先行動認「遊ぶJ rつなぐjの意味によって、 「モノの授与jか

[モノの作成Jが一切表されていない。つまり、モノの出現条特こがそもそも存在して

いないので、 「モノの授与Jを表すことができないと言える。一方、先行動詞の意味

に「モノの授与Jが含意されていても“姶"構文に訳せない場合もある。

(16) 太郎は生よプレゼントを交換しエ三主至。(作例)

筆者訳 :0太郎和我交換礼物。

*太郎色合我交換ネし物。

「トj格と共起する動詞は双方の動作を表さなければならない。しかし、 “姶"構

文では一方的な動作しか表さないので、双方向動作を表す「交換するJとしづ動詞と

共起できない。そのため、先行動詞には「モノの授与jの意味が含まれているにもか

かわらず、 「トj格で受影者を導く 「テクレノレj構文は“会合"構文に訳せない。

4.3. iニj格で受影者を導く場合

表3によれば、受影者を助言司「ニjで補える fテクレノレj構文は全部で357例であ

る。そのうち、中国語の有襟構文に訳し得るのは 229例であるが、いずれも“姶"構

文に訳すことができる。

4.3.1. 必ず“姶"構文に訳す場合
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表3によると、必ず“会合"構文に訳す「テクレノレj構文は 55{71Jであり、いずれも

fテクレノレj による「モノの授与jの意味を表している。

(17) 母は母で、暇さえあれば主之ζ本を読ん三三&エいた。

中訳:母:来i泥，只要一有空就姶我法判。

筆者訳:#母来呪，只要一有空就i支持。(母は母で、暇さえあれば本を読んでい

た。)

(18) あんなにお金が沢山あるのに、長主Lζ着物の一枚ぐらい貯えエ三坐エもい

いと思うわ。

中訳:我想、， 1~]\有那仏多銭，色合我{故一件衣服忌是可以的。

筆者訳非我想， 1:示有那仏多銭， 1故一件衣服忌是可以的。(あんなにお金が沢山

あるのに、着物の一枚ぐらい貯えてもいいと思うわ)

(17) (18)では、受影者がいずれも「ニJ格で導けることが確認される。先行動詞の

「読むJ i掠えるjによって、 「情報を伝える声J i着物j といったそノを作成した

りするとしづ意味を表すが、誰かに授与する意味をそもそも持っていない。 iテクレ

ノレj を先行動詞のテ形に付けてはじめて、 fニj格の受影者が現れてくるのである。

「ニJ格と「テクレノレj との共起によって、作成したそノを受影者に与えるという意

味合いを読み取ることができる。つまり、 「モノの授与j は「テクレノレj によるもの

であると言える。この場合日中翻訳上、必ず“会合"構文に訳さなければならない。

“姶"がない筆者訳では、ただ動作主の動作を描写するのみである。

李(2009)では、具体的なものの移動を表す対象移動動詞と発話内容移動動詞また作

成動詞である場合は「テクレノレj構文は“姶"構文と対応していると指摘-されている

ものの、その理由について述べていない。本稿では、 「テクレノレj による「ニj格の

出現および「モノの授与Jの意味が含まれることがあるからこそ、両者の対応は成立

するのであると考える。

4.3. 2. "~í5"構文と無標構文のいずれにも訳し得る場合

「ニj格で受影者を導く 「テクレノレj構文においては、 “会合"構文と無標構文のい

ずれにも訳せる実例は 174例である。いずれも「モノの授与Jの意味を表しているも
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のの、その「モノの授与Jの意味は先行動詞によるもので、 「テクレノレj と関わって

いない。以下の例文を見てみよう。

(19) 甚だ地味な外見の食品だが、僕は(丞達ι)この食糧を送っエ三主主妻の塁の
人に密かに感謝した。

中訳:盈然以外表看是板平常的粗殺，但我迩是向倫着送来干線的妻子的娘家人表

示感謝。

筆者訳:昼然以外表看是板平常的粗校，但我述是向倫着会合我fIJ送来子線的妻子的

娘家人表示感謝。

(20) こう言って、袋の中に残る冷い焼餅らしいものを取出して、細君は二ム0)~'t 

に分けてくれた。

中訳:太太九人悦完九人袋子里地全出剰下的焼餅似的冷子校，分会合了三小抜子。

筆者訳:??太太悦完就人人袋子塁傘出剰下的;廃併似的冷干殺，分了三小抜子。

(19) (20)では、先行動認の「送るJ r分けるJはいずれも「授与Jの意味を持ってい

る動詞であり、そもそも先行動詞自体に何らかのモノを誰かに授与することが含意さ

れている。加えて、受影者を導く「ニj格は先行動詞の項であり、 「テクレノレjによ

るものではない。つまり、先行動詞のみによって「モノの授与Jの意味を表している

と言える。

「具体的なものの移動を表す対象移動動詞の場合、 「テクレノレJ構文と“会合"構文

とは対応しているJとしづ李(2009)の主張は成立すると考えるが、必ず対応している

とは言えない。それは先行動詞の「送るJ r分けるj を中国語に訳す際、 “絵"の持

つ性質ーが違っているからである。 r送るJに対応する中国語の“送(song)"は“送我

れ殺食"(私達に食糧を送る)という二重自的語構造を取れる三項動詞で、あり、 “姶"

の付加は任意である7。それに対し、 f分けるj に対応する中国語の“分(fen)"につ

いて、 “分会合該子干様"は“分子亥子干線"より自然であるので、 “会合"の付加は義務

的であると考えられる。従って、 「ニJ格で受影者を導く fテクレノレJ構文において

は、先行動詞が対象移動動詞である場合、 “主合"構文に訳すかどうかは先行動詞の意

7朱徳、熊(1979)、佐々木(1994)を参照されたい。
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味によるものであり、 fテクレノレJとは関係ない。このため、翻訳上“拾"構文と対

応することができる一方で、必須的ではない。

4. 3. 3 “姶"構文に訳せない場合

間じく fニj格で受影者を導くものの、 “会合"構文に訳せない「テクレノレJ構文は

合計 128併である。いずれも「モノの授与jの意味合いが読み取れないものである。

(21) 君が盤ζ触れエ三金三いたときのことを忘れたくなし、からです。

中訳:因我不思忘氾伶接触我肘留下的感覚。

*因我不思忘i己{示会合我接触吋留下的感覚。

(22) でも、きっと、お母さまも、弟も、また世間の人たちも、誰ひとり丞ι賛成
して下さらないでしょう

中訳:不辻娼婦、弟弟和社会上的人肯定没有一小会資成我。

*不辻姑錦、弟弟和社会上的人肯定没有一小会拾我摂成O

上記の(21)(22)では、先行動詞の f触れるJ r賛成するJにはし 1ずれも「モノの授与j

が含意されていないので、それらの動作により何らかのそノの作成も表さず、単純な

動作を行うことを表すのみである。加えて、 「ニj格の受影者は動作の対象であり、

動作から何らかのそノを受ける意味合いを一切読み取れない。 rテクレノレj を付けた
としても、文全体の意味に「モノの授与j を付与することができず、受影者である話

し手の患恵的感情しか表していないと考えられる。従って、 fニj格で受影者を導く

「テクレノレj構文が先行動詞の意味によっても fテクレノレj によっても「モノの授与j

の意味を表さないので、 “会合"構文に訳すことができない。

4.4. rノj格で受影者を導く「テクレルJ構文

「ノj格で受影者を導く「テクレノレJ構文は 169例である。そのうち、必ず“姶"

構文に訳すのは 37例であり、 “姶"構文に訳せないのは 132例である。以下の節で

は、受影者に変化が生じるかどうかとしづ基準を立て、 「ノJ格で受影者を導く「テ

クレノレj構文と“会合円構文との対応関係をめぐって分析する。

-90-



「テクレルj構文の日中翻訳規則について(諜俊凱)

4.4.1.必ず“姶"構文に訳す場合

fノJ格で受影者を導く「テクレノレJ構文のうち、必ず“拾"構文に訳すのは37

例である。その中で「ノj格の受影者に変化が生じる意味合いが表されているのは

お例である。以下の例文が該当する。

(23) あの時分には長主LO)体を始終洗っエ三;h，t~ じゃないの。

中訳:那吋不是経常姶我洗時?

(24) しかしABCCは被爆患者の発病経緯は調査するが、皇主0)治療をしエ三主盃

施設ではないそうだ。

中訳:不迂， t居説法小机拘只i用査被*宇患者友病的始末，井不全合患者遊行治庁。

(23) (24)では、先行動詞の f洗うJ r治療するJの動作対象は受影者の身体部位で、

あり、受影者は「ノJ格で表示されている。動作主の動作によって、受影者にある変

化が生じることが読み取れる。

(23)では、 「あたしの体Jがきれいになるとしづ変化、 (24)では、動作主の動作に

よって、受影者の病気が治され、体がよくなるといった変化の意味を表している。ま

た、 「テクレノレjの付け加えで、その変化を受影者が一種の恩恵利益と受け止めてい

る。よって、 「ノJ格で受影者を導く fテクレノレj構文では、 「受影者に変化が起き

るJとしづ意味を表す場合、 “会合"構文に訳さなければならない。

また、コーパスから実例が検索で、きなかったが、受影者の抽象的な所有物に対して

動作を行う場合、抽象物が消滅するならば、 “姶"構文と無標構文のいずれにも訳し

得る。消滅しなければ、 “姶"構文に訳せない。

(25) 太郎は忍0)悪い癖を正しエ三主主。(作例)

筆者訳 :0 太郎会合我糾正了杯耳慣。

0 太郎糾正了我的杯耳慣。

ο6) 周りの人々は丞0)個性を尊重しエ三主主。(作例)

筆者訳:* )司層的人会合我尊重小性。
0 周庖的人尊重我的小性。

可
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一方、以下のような文は「テクレルjによる「モノの授与Jの意味を表しているの

で、必ず“色合"構文に訳す。以下のわずか2例である。

(27) 私がまだ初等科にかよっていた頃、お母さまがこれで丞(f)頚巻を編ん三ヱ主

った毛糸だ、った。

中訳:法些浅牡丹ー色毛銭是九人二十年前我上小学吋母来会合我打的一条罰巾上訴下来

的。

(28) それでも少しずつ席を詰めて、上原さんのすぐ右隣りに丞(f)席をつくっエ三

れた。

中訳:可也一点一点地務出一小位置来，在上原先生的右芳生合我i上出了一小位置。

(27) (28)では、先行動認は「編むJ rつくるJといった作成動詞である。この場合、

作成動詞によって、あるものが作られる。さらに、 「テクレノレj の付加で、そのもの

が受影者に授与するといった意味合いが読み取れる。そのため、文全体に「モノの授

与jの意味が付与される。その「モノの授与Jの意味は「テクレノレJによるものであ

るので、翻訳上“姶"構文に訳さなければならない。

但し、作成動認で、あっても、必ず“会合"構文に訳すわけではない。以下の例を見て

みよう。

(29) 小学校は僕達に多くの大切なことを教えてくれた。(鑑主主(f))素晴らしい思

い出をいっぱし 1作っエ三主主。(少納言)

筆者訳 :0小学校教会合我約千艮多重要的京西，辻我イfJ有彼多美好的厨}乙。

*小学校教会合我11']彼多重要的京西，会合我11']有復多美好的自'巴。

(29)では、 「患い出Jは「僕たちJの所有物と見なすことができる。 r思い出を作

るj という動作主は f僕たちJであり、誰かが f思い出j を作って与えるわけにはい

かない。従って、 「モノの授与j としづ意味が表されていない。 rテクレノレJによっ
て、 「小学校のおかげで、素晴らしい思い出をいっぱい持つJことに対し f僕たちJが

ありがたく思っているとしづ意味合いが読み取れる。即ち、作成動誌である「作るj

があっても、文全体が「モノの授与j の意味を表さなければ、 “会合"構文に訳せない。
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従って、李(2009)では、作成動詞の一つの条件だけで、 「テクレノレj構文が“姶"構

文と対応していると主張しているが、日中翻訳上その条件は不十分であると言える。

4.4.2. “姶"構文に訳せない場合

「ノJ格で受影者を導く 「テクレノレJ構文のうち、 “生合"構文に訳せず、無襟構文

にしか訳せないのは 132f:9IJである。該当する例は以下のものである。

(30) 父は弘0)注意を母:よりは真面白に関いエ三主主。

中訳:父奈比母来主人真地研了我的活。

筆者訳*父来上ヒ母来主人真地主合我日斤了活。

(31) 駅長は大体において箆0)依頼を引受けエ三主主。

中訳:砧長大体上接受了我的要求。

筆者訳*鈷長大体上姶我接受了要求。

(30) (31)では、先行動認の動作対象はそれぞ、れ「私の注意J r僕の依頼Jである。

しかし、動作主の動作によって、 f注意J r依頼j に何らかの変化が生じることが表

されていない。つまり、受影者には変化を起こすわけではない筆者訳のように、

(30) (31)の fテクレノレj構文は“姶"構文に訳せないと考えられる。

4.5. rノタメニjで受影者を導く「テクレルJ構文

表3により、 fノタメニJで受影者を導く fテクレノレj構文は合わせて 388{:9'IJであ

ることが分かった。中国語の授受有標構文に訳すことができるのは 134例である。そ

のうち“姶"構文に訳すことができるのは 112例(aタイプ+bタイプ)である。

4.5.1.必ず“絵"構文に訳さなければならない場合

日中翻訳上、 “会合"構文に訳さないと、 「テクレノレJ構文の意味が適切に表現でき

ない文は以下のようなものである。表3によれば、必ず“姶"構文に訳さなければな

らない「テクレノレj構文は合計61例である。これらの例文は「モノの授与jの意味

つJQd
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の有無によって、二種類に分けられる。以下の(32)(33)は、 「モノの授与Jを表して

いるものである。

(32) (彼のために)水路で、あれば船を、陸路であれば馬やかごや車を用意しエ三

れます。

中訳:走水路，要姶他准各船只，走陪路，要アョ(会合)他預各弓卒和摂子。

筆者訳:#走水路，要准各船只，走陪路，要預各弓卒和摂子。

(33) とにかく東京でのねぐらを、彼は、おれのために発見しエ三並左のだからな。

中訳:不管忽祥，是他姶自己技的jさ小“寓"

筆者訳井不管窓枠，是他技的法小“寓" I 

(32) (33)では、受影者はし 1ずれも先行動認の項ではなく、構文上括弧に示すように

「ノタメニjで受影者を表示している。また、 (32)(33)においては、先行動認の「用

意するJ r発見するJといった動作によって、 「船等の交通手段J rねぐらJという

ものが動作主の領域に現れる。さらに、 fテクレルj との結合で、それらのものが動

作主から受影者へ授与される意味が表されている。それによって、 「船等の交通手

段j 、 「ねぐらj の利用者が受影者になると思われる。即ち (32)(33)の例文には、

「テクレノレj があるからこそ、受影者に対する「モノの授与Jの意味が付与されると

考えられる。従って、 (32)(33)の「テクレノレJ構文は必ず“拾"構文に訳さなければ

ならない。 (32)の中訳において“方"を使うのは重複を避けるためであるので、 “方"

を“会合"に置換しでも意味が変わらない。中訳では、 “色合"の有襟形式を取りi徐くと、

筆者訳のように不適切な訳文になってしまう。さらに、 「わざわざ誰かのために動作

をするJというニュアンスもなくなってしまうので、もとの「テクレノレj構文の意味

とずれている。従って、 (32)(33)の「テクレノレj構文を“姶η 構文に訳すのは必須で

ある。

一方、以下の受影者を「ノタメニjで導く「テクレノレj構文においては、 「モノの

授与j を表していないにもかかわらず、翻訳上必ず“姶"構文に訳さなければならな

。
、、'hv 

(34) 学校の方も君が(僕のために)やっエ三主主そうだねえ。

中訳:所説学校的課係都姶我上了。
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(35) 最初jのうちこそナオミは(僕のために)家事向きの用をしエ三主、勝手元の方

を働きもしましたが。

中訳:只有在7子始的那一段目す期呈，納奥米姶我{故{故家条，也在j爵房里干活。

(34) (35)においては、先行動詞の fやるJか「するJを通して、 「学校の方J r家

事向きの用j を誰かに授与するわけではなく、ある動作を行うだけである。一方、

fテクレノレjの付け加えによって、動作主は受影者のためにある動作を意図的に行う

意味合いが読み取れる。即ち、この場合、 「テクレノレjは「モノの授与Jではなく、

動作の受益者を表示する機能を果たしている。言い換えれば、 「テクレノレj によって

そもそも先行動詞の意味によって読み取れない受影者の存在が表現されているのであ

る。この「テクレノレjによる「受影者の存在jは日中翻訳上不可欠な要素であると考

えられる。以下の1:7IJを克てみよう。

(35)' 最初のうちこそナオミは(盤のために)家事向きの用をし玉三島、勝手元の

ブ王を1llVJきもしましたが。

筆者訳:1+只有在奔始的那一段i吋期呈，納奥米{故倣家努，也在}M房里子活。

(35) ，の訳は不適切であると思われるが、それは対応する日本語の文が「最初のうち

こそナオミは家事向きの用をして、勝手元の方を働きもしましたがj というものであ

り、動作は受影者と全く関係なく、元の「テクレノレJ構文の意味を表さなし ¥j)'.>らであ

る。

但し、ただし、 「テクレルJによる「受影者の存在Jのみでは、 「テクレノレj構文

は必ずしも“拾円構文に訳すわけではない。 (34)(35)では、受影者の領域にあるもの

に対して、llVJ作主が受影者のために働きかけることによって変化を起こし、その変化

を受影者が現実的な利益として受け止めることが含意されている。具体的に言えば、

(34)ではもともと受影者が担当していた授業の内容を動作主が済ませたとし¥う変化が

生じる。 (35)では、受影者がやるべき家事を受影者の代わりにナオミがやることによ

って、受影者の家事が済んだとしづ変化が起きる。以下の文のように受影者に変化が

起こったとしづ意味合いが読み取れなければ、 “主合"構文に訳せない。

(36) 太郎は私のために図書館へ行っエ三主主。(作例)
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筆者訳*太郎会合我去了国有情。

正訳 o太郎先我去了図有情。

(37) 太郎は私のために結婚しエ三主主。(作例)

筆者訳:*太郎姶我結婚了。

正訳 o太郎方我結婚了。

(36) (37)では、 「行くJ I結婚するj といった動作は動作者自分自身の動作で、あり、

受影者の「私Jの領域にあることに対して働きかけるものではない。つまり、その動

作によって、受影者の領域に変化を起こすわけではないと思われる。 Iテクレルjで

受影者の恩恵、的感情を表すが、その恩恵、的感情を“姶"構文で表すことができない。

従って、 “会合"構文に訳すと、筆者訳で示すようにいずれも非文になってしまう。

4.5.2. “姶"構文と無標構文のいずれにも訳す場合

表3によれば、 「ノタメニjで受影者を導く「テクレノレj構文においては、 “姶"

構文と無標構文のいずれにも訳し得るのは51例である。以下の節から、その翻訳の

条件に関して分析を行う。まずは以下の例文を見てみよう。

(38) 時間つぶしに、女の飲むような甘いコクテルを椿えて貰って、それをホンの

ーと口ずつ、祇めるよう~こ綴っていたのに過ぎないのですが、そこへ彼女

が料理を運んで来てくれたので・・・

中訳均了消磨吋伺，我要了女人喝的甜鴻尾瀬，一小口一小口捉着。法吋，納奥

米端菜来了。

筆者訳:方了消磨貯i南，我要了女人喝的甜潟尾酒，一小口一小口摂着。迭吋，約

奥米会合我端菜来了。

(39) 永松が(私のために)持って来三三主ゑ餌で、やっと生きている始末さ。

中訳:就葬永松牟来些吃的才勉強活着。

筆者訳:就嘉永松色合我傘来些吃的才勉強活着。
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(38) (39)においては、先行動詞の「運んでくるJ r持ってくるj としづ動作によっ

て「料理J r餌Jのモノを誰かに授与する意味が含まれているので、先行動詞による

「モノの授与jの意味を表している。そのモノの受け手は「ノタメニjで導く受影者

である。つまり、 (38)(39)では、先行動詞の意味だけによって、あるモノが動作主の

動作で、受影者に授与されるということが表されている。コーパスの訳は“姶"構文で

訳されておらず、文脈で「モノの授与jが読み取れる。筆者訳に示すように、 “姶"

構文に訳した場合には、 「モノの授与jの意味を明確に表すことが可能になる。つま

り、 (38)(39)の日本語の文は fテクレノレjの付加によって、受影者の恩恵的感情を表

すのみであり、 「モノの授与jの意味に関わっていない。そのため、 「ノタメニJで

受影者を導く「テクレノレJ構文では、先行動詞によって受影者への「モノの授与j を

表す場合に、 “姶"構文と無襟構文のいずれにも訳すことができる。

4.5.3 “姶"構文に訳せない場合

表3では、 「ノタメニjで受影者を導く fテクレノレj構文のうち、 “会合"構文に訳

せず、罪悪標構文にのみ訳すのは276例であり、以下のような例文が該当する。いずれ

も「モノの授与Jの意味を表していない。

(40) 6時半に待ち合わせの場所へ行くと、彼は、あたりまえのように(僕のため

に)立っていてくれた。

中訳:毎天六点半我来到集合地点 他平己主占在那jし了。

筆者訳*毎天六点半我来到集合地点，他早己主合我枯在那jし了。

(41) しかし、(わたしのために)真実に間い三三主主人は君くらいのものだ。

中訳:不辻， 只有{象伶j就学的人才も人真日斤t件。

筆者訳*不泣，只有像伶返祥的人才も人真会合我R斤iJt:。

(40) (41)では、先行動詞の f立つJ r聞く j といった動作は、 「モノの授与jの意

味も表さず、何らかのそノの作成も表せないため、 「テクレノレj を付けても、 「モノ

の授与Jの意味にならないと考えられる。そのため、 「モノの授与j の意味として

“拾"構文に訳すことができない。それに加え、 (40)(41)においては、動作主の動作

によって、受影者に何らかの変化が生じる意味合いが読み取れない。例えば、 「立つj
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という動作はいずれも誰かに対して働きかける動作で、はなく、動作主自身の動作を表

す一項自動詞であるため、その動作によって動作主以外の人に変化をもたらすのは不

可能であると考えられる。 r聞く j としづ動詞は構文上「受影者の話j という「受影
者の領域のことJを項として取っているが、 「開くJとしづ動作によって、受影者に

何か変化が生じる意味合いは全く読み取れない。従って、 「モノの授与j も表さず、

「受影者に変化が生じるj としづ意味も表さないため、 “主合円構文に訳せない。

4.6. rノカワリニJ rニカワッテjで受影者を導く「テクレlL.-J構文

表3によれば、 「カワリJ rニカワッテJ rカラjで受影者を導く 「テクレノレj構

文はそれぞれ 1例である。以下、その2つの例について説明する。

(42) おれの云おうと思うところをおれの代りに山嵐がすっかり言ってくれた様な

ものだ。

中訳:似平我想、ì~的活全由豪猪替我ìJï完了。

筆者訳件似平我想説的活全由豪猪姶我説完了。

(43) 僕にかわって彼の看病をやってくれそうな物好きな人間もみつからなかった。

中訳:市立也扶不到能代方照料他的熱心人。

筆者訳 :0市且也技不到能替我照料他的熱心人。

。市且也技不到能姶我照料他的熱心人。

(42) (43)において、 「のかわりにJ、 fにかわってJは「代替jの意味で、宣言J作主

が受影者の代わりに、動作を行うとしづ意味を表している。

(42)において、先行動詞の「言うj は李(2009)で指摘されている発話内容移動動詞

である。李(2009)は発話内容移動動詞の場合、 「テクレノレj構文は“拾"構文と対応

していると主張しているが、 (42)はそうではない。それは受影者が f言うjの発話内

容の受け手ではなし、からである。 (42)では、 「言うj による発話内容は受影者の「お

れjではなく、別の人に伝わるという意味を表している。それに対し、 “姶"構文lこ

訳すと、発話内容の受け手は必ず「おれjである。そのため、 (42)は“姶"構文に訳

せない。

(43)では、先行動詞 fやるjの意味に「モノの授与」が含まれていない。文脈によ

って、 「彼jは「僕の恋人Jであるので、受影者である f僕jの領域に存在すると考
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「テクレルj構文の日中翻訳規則について(諜俊凱)

える。動作主が「僕jの代わりに「彼j を看病することによって「彼の状態を変えるj

としづ変化をもたらすことが表される。つまり、 「僕Jの領域に存在するものの状態

が変わるので、 「僕Jの領域に変化が生じていると見なすことができる。そのため、

“姶"構文に訳さなければならないはずであるが、 r fこかわってj としづ語棄さの意味

に従って訳せば、 “替"構文にも訳し得る。

4.7. rカラJ格で受影者を導く fテクレjレJ構文

検索された実例のうち、 「カラJ格で受影者を導く 「テクレノレj構文は 1{JIJしかな

し¥0

(科) 話をしたことはなくても、彼女は亙之な主何かを感じ取っエ三主主のだ、ろう。

中訳:我尽管没曾与那女子亥交淡辻，但我想、地一定人人我身上感受到了地主人アヲ板有{介

{宜的恋西。

(44)では、 fボクからJによって、動作の方向性は受影者から離れることが表され

ている。即ち、 fモノの授与Jの意味を表しても受影者の「ボクj は受け手になる可

能性はない。従って、 “姶"構文に訳すことができない。さらに、 「感じ取るJとい

う動作主の心理的な動作の動作対象は受影者領域の抽象物で、ある。動作によって、そ

の抽象物がなくなるわけで、はないので、変化を起こす意味を表せない。一方、以下の

例は動作主の動作によって受影者の領域に変化を生じることを含意している。

(45) 太郎はわたしからこの重荷を取り除いてくれた。(作例)

筆者訳 :0 太郎会合我卸下了法小重担。

0 太郎人人我身上在日下了這小重担。

(45)においては、 「取り除くJによって「重荷Jは受影者の領域からなくなるので、

受影者に変化をもたらす意味合いが読み取れる。また、 「からJとしづ格助詞は先行

動詞の f取り徐く j によって現れるものである。そのため、 fからj で導く受影者も

先行動詞の項であり、 fテクレノレj によるものではない。従って、 (45)は“姶"構文

に訳せるが、必須ではない。

4.8.受影者が表示できない「テクレルJ構文

-99-



『筑波日本語学研究』 第二十一号筑波大学人文社会科学研究科日本語学研究室 2016

本稿では、受影者が表示できない「テクレノレj構文とは「ノタメニJによって受影

者を導くことができない fテクレノレj構文のことを指す。以下の(46)(47)の例文にお

いて、あえて受影者を表示すると、いずれも非文になってしまう。このタイプの「テ

クレノレj構文は239例である。そのうち、中国語の授受の有標構文に訳せないのは以

下のようなものである。

(46) 雨が降ると、なだれの威力が増大するかわりに、(*私のために)飛砂の量も

ずっと減ってくれる。

中訳:ー下雨，沙崩威力増大，1:，沙的量要比平日す少的多。

筆者訳:一下雨，沙崩威力増大，1:，沙的量(*会合/方/替我)要比平吋少的多。

(47) ああ、そのかず子のひめごとがC*私のために)よい実を結ん三三会たらいい
けどねえ。

中訳:日間，和子的秘密事jし能移結出美好的果実就好哨一

筆者訳:柄，和子的秘密事JL能移(*姶/方/替我)結出美好的果実就好i粒。

筆者訳のように、中国語の授受有標構文は(46)(47)の訳文として、いずれも成り立た

ない。 (46)(47)の文を意味解釈の罰から見れば、先行動詞の動作によって「モノの授

与jの意味を読み取ることが全くできない。また、受影者が補えないことから、 「テ

クレノレjの「受影者指示j機能も果たせない。それによって、受影者を必ず表示する

“姶"構文に訳すことができないのだと考えられる。さらに、先行動詞の f減るJ

f結ぶjはいずれも人間がコントロールで、きないものである。その動作によってある

物事の状態を表している。それに対し、 “姶"構文、 “タョ"構文、 “替"構文は動作

主が意図的に誰かのためにある動作を行うとしづ意味を表すので、翻訳上(46)(47)の

意味に合わない。従って、受影者が表示できない「テクレノレj構文は中国語の授受有

標構文に訳せないと考えられる。 (46)(47)においては、 「テクレノレJの付け加えで、

話し手銀IJが動作状態の出現をありがたく評価する患恵的感情を表すのみである。

但し、検索された「テクレノレJ構文においては、構文上受影者を表示できないにも

かかわらず、 “会合"構文に訳せる伊jが3つあった。

(48) 君がもしここで乱暴をイ跡、エ三五ゑと、僕は非常に迷惑する。

中訳:祢要是一味地胡悶，我是吃不消的。
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fテクレノレJ構文の日中翻訳規則について(諜俊凱)

筆者訳:伶要是一味合合我胡i濁，我是吃不消的。

(49) わりや(汝は)飛んでもねえことを為てくれたなあ。

中訳:伶姶我閣下了大福。

筆者訳:#伶南下了大柄。

(50) 闘ったことをしエ三益生な。

中訳:伶宕ム尽き合我技麻煩。

筆者訳存命;ξ仏尽技麻煩。

(48) ~ (50)の「テクレノレj構文では、動作者の動作によって、受影者としての話し手

側に迷惑をもたらしたことを表している。その迷惑の意味はそれぞれ「僕は非常に迷

惑するJ r飛んでもねえことJ r図ったことj としづ形で表されている。
山田 (2004:216)は「間接構造の場合には、テクレルがないと受影性が感じられず、

その分客観的な表現となり、話者の関与が感じられなくなるJと述べている。 (48)

~(50) の例を見れば、 「テクレノレJによる「話者の関与Jの機能は日中翻訳上“姶"

構文に訳し得るが、 (48)は“会合"構文に訳さなくてもよいのに対し、 (49)(50)は必ず

“拾"構文に訳さなければならない。その理由は何だろうか。

(48)では、 「乱暴を働くJによって、単純に動作を行うことかその動作の結果を暗

示することのような二通りの意味が含まれている。 rテクレノレjの付加によって、受

影者としての話者がその動作に対する評価を示すことあるいは話者は動作の結果の受

け手であるという「モノの授与Jの意味を表している。後者の場合は“絵"構文に訳

すことができるが、前者の場合は訳せない。従って、 (48)は必ず“姶"構文に訳され

るわけではない。

(49) (50)では、 「飛んでもねえことJ r因ったことjによって、動作の結果が表さ

れている。 rテクレノレj で話し手側がその結果の受け手であることが明らかにされて

いる。つまり、 「テクレノレjによる fモノの授与jを表していると言える。日中翻訳

上、この fテクレノレJによる「モノの授与jの意味が不可欠であるため、 “会合"構文

に必ず訳さなければならないわけである。そうしないと、 (49)(50)の筆者訳の示すよ

うに、動作と話し手側の関係が不明になってしまい、対応する日本語の文も「飛んで

もねえことをしたなあj、 f図ったことをしたなJとなり、明らかに「テクレルJ文

の意味とずれてくる。

τ
iムハU

可
l
ム



『筑波日本語学研究J 第二十一号筑波大学人文社会科学研究科日本語学研究室 2016

5. rテクレjレj構文に関するB中翻訳規則のまとめ

4. 1節から 4.8節の説明をまとめると、 fテクレノレ」構文に関する日中翻訳の規則

は以下のようになる。

① fテクレノレJによる「モノの授与j を表す「テクレノレj構文は必ず“姶"構文に

訳す。

② 先行動詞の意味による「モノの授与j を表す「テクレノレj構文は“会合"構文と無

標構文のいずれにも訳し得る。

③ 「ノタメニj と「ノj格で受影者を導く「テクレノレj構文では、受影者の領域に

変化が生じる場合、必ず“姶日構文に訳す。 rノカワリニJ rカラjで受影者を

導く「テクレルJ構文では、受影者の領域に変化が起こる場合、 “色合"構文に訳

すことができるが、必須ではない。

④ !lVJ作事態に対ーする話し手の評価を表す「テクレノレj構文は授受の有襟構文に訳せ

ない。

上記の翻訳規則に基づき、以下のフローチャートを提案する。
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「テクレノレj構文の日中翻訳のフローチャート図

フローチャートに観する検証

「テクレノレj構文の日中翻訳のフローチャートの有効性を検証するために、 『現代

日本語書き言葉均衡コーパス BCCWJJl (中納言)から無作為に「テクレノレj構文を

100例抽出し、フローチャートに従い、中国語に訳した。その訳文を 4人の中居語の

ネイティブにチェックしてもらった結果を表4に示す。

表 4によって、フローチャートに従い訳した中庖語の文の容認度が 93弘以上に達し、

非文と見られる訳文は一例しかないたため、フローチャートの有効性が確認できる。

紙幅のため、ムと×を付けた訳文の説明は別稿に譲る。
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表 4 iテクレノレj構文の日中翻訳フローチャートに関する検証

寧夏 福建 黒竜江 黒竜江 合計 比率

。 96 93 93 93 375 93.75% 

ム 4 7 6 7 24 6% 

× 。 。 。 0.25% 

合計 100 100 100 100 400 100.00% 

。:自然 ム:やや不自然だが、意味が通じる x 不自然かっ意味が通じない

7. おわりに

本稿では、先行研究の問題点を指摘したうえで、 「受影者の格j によって、 「テク

レルj構文を分類し、その意味特徴を究明した。それを踏まえ、 「モノの授与j と

f受影者の変化Jといった基準に沿い、 fテクレノレj構文の自中翻訳規則のフローチ

ャートを提案し、その有効性を検証した。今回対象としなかった「てくれないかjな

どのモダリティを表す文も、日中翻訳規則および中日翻訳の角度から中国語の授受有

標構文との対応を考えてしゅhなければならないが、今後の課題として研究を続けてい

きたい。
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雑誌 110(7) 髄挙院大学綜合企図部 pt. 1-14 

麗涛 (2000) ~中国諮における「空間勤柄j の文法化研究一日本裕と英踏と

の関連で-~ f主帝社

用伊jの出典

l中日対訳コーパス 北京日本研究センター 2003 

2現代日本語書き言葉均衡コーパス (13CCWJ)少納言

3現代日本語書き言葉均衡コーパス(13CC¥vJ-!"，rn中納言

ショウ シュンガイ/西南大学外国語学院

(2016年 10月 15日受理)
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